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2 ローレンの研修初日 
ローレンは転職先の BrandX 社での 2 日目を少し不安な気持ちで迎えて
いました。彼女の上司であるカールは気さくで、信頼できそうな人でし
た。ただ、昨日、他の部門⻑に紹介するときに、彼女を「スター」のよ
うに言うので、少しプレッシャーを感じていました。なお、BrandX 社で
は最近、SAP を導入し、使い始めたばかりでした。 

ローレンは前日の夜も残業し、今日の朝も早く来て、BrandX 社の SAP
トレーニングマニュアルを読みました。彼女の前職のオークボックス社
のカスタマーサービス担当としての経験から、受注伝票、出荷伝票、請
求伝票、得意先、品目などはどのようなものかイメージできました。し
かし、「条件」、「伝票フロー」、「出力」などの SAP 用語はさっぱり
わかりませんでした。システムだけでなく、彼女の今の環境は、初めて
の会社で、初めての業種で、初めて顔を合わせる同僚と一緒というもの
なので、少し不安でした。 

ローレンは深呼吸し、がんばれ、がんばれと自分自身に言い聞かせまし
た。彼女は、実際にシステムを触るのが一番早いと思ったので、その日、
同僚のヴァネッサに受注伝票の登録方法を見せてもらうことになってい
ました。 

2-1 伝票登録のお手伝い 
ローレンはカスタマーサービス担当であるヴァネッサの席に行きました。 

「これが昨日来た注文なんだけど、まだシステムに入力できてないのよ」
と、ヴァネッサは紙の束を指して言いました。「前だったら、もうとっ
くに終わってるんだけど、SAPの使い方がまだよくわかってないのよね。」 

「最初、ちょっと教えてもらえますか。その後、多分、一人でできると思
います。」ローレンはそう言って、自分のノート PC を開きました。 
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彼女はブラウザを開き、トレーニングマニュアルにある URL を入力しま
した。表示された画面でユーザ ID とパスワードを入力し、ログオンボタ
ンを押しました（図 2.1 参照）。 

 
図 2.1: Fiori ログオン画面 

ログオン後、図 2.2 の画面が表示されました。 

 
図 2.2: Fiori Launchpad（ローンチパッド） 
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彼女はマニュアルを見て、この画面が Launchpad（ローンチパッド）で
あるとわかりました。四角のタイルを押すと、いろいろな画面に遷移で
きるのですが、彼女が探している受注登録のタイルが見つかりませんで
した。少し下にスクロールするとそのタイルが見つかりました（図 2.3
参照）。 

 
図 2.3:受注登録のタイル 

受注登録のタイルをクリックすると、受注登録画面が表示されました（図 
2.4 参照）。販売伝票登録と表示されていますが、受注伝票は販売伝票の
1 つです。他の販売伝票としては返品伝票などがあります。 

 
図 2.4: 受注登録① 
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「むむ。これらの項目はなんだろう。受注タイプ、販売組織、流通チャネ
ル…何を入れるのかな。」彼女は思いました。 

ヴァネッサは言いました。「普通の受注だから受注タイプには ZOR を入
力して、販売組織、流通チャネル、製品部門には 1710、10、00 を入力
してね。私たちはアメリカだから。」 

ローレンは図 2.5 のように入力しました。 

 
図 2.5: 受注登録② 

ローレンはこれらの項目の意味が気になりましたが、ヴァネッサはそん
なことは気にせず、紙の受注書をローレンに渡してきました。「じゃあ
始めましょうか。マニュアル見ながらやってみて。質問があったら聞い
てね。」 

ローレンは受注書を見て、画面への入力を始めました。しかし、マウス
をクリックしても何も起きませんでした。 
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図 2.6: 受注登録③ 

ちょっと違うような気がしましたが、追加メニューを押してみました（図 
2.6 参照）。 

 
図 2.7: 受注登録④ 
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C 免責事項 
本書は SAP SE 社の製品についての言及を含んでいます。 

ここで言及した SAP、R/3、SAP NetWeaver、Duet、PartnerEdge、
ByDesign、SAP BusinessObjects Explorer、StreamWork、そして、そ
の他の SAP 製品やサービスはそのロゴも含めて、ドイツおよびその他の
国の SAP  SE 社の商標または登録商標です。 
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Decisions、Web Intelligence、Xcelsius、そして、その他の Business 
Objects製品やサービスはそのロゴも含めて、Business Objects Software 
Ltd.社の商標または登録商標です。 Business Objects 社は SAP 社のグル
ープ会社です。 

ここで言及した Sybase and Adaptive Server、iAnywhere、Sybase 365、
SQL Anywhere、そして、その他の Sybase 製品やサービスはそのログも
含めて、Sybase, Inc.社の商標または登録商標です。Sybase 社は SAP 社
のグループ会社です。  

SAP SE 社は本書の作者でも出版者でもなく、本書のいかなる内容にも責
任を負いません。SAP グループは本書内の誤りや欠落に責任を負いませ
ん。SAP グループの製品やサービスについての保証内容は、その製品や
サービスに付帯する保証についての記載で説明されているものに限定さ
れます。本書にはいかなる保証も記載しておりません。 




